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【目的】

  カワウPhロlacrocorax carboは，日本でも北海道から九州まで広く分布しており，

沿岸域および湖沼・河川などの内陸域で営巣がみられ，様々な魚類を捕食する魚

食性水鳥である．1970年代に一度その個体群を大きく減少させたが，1980年代以

降に急激に増加し，現在，内陸漁業への被害や糞による景観の損失などが社会

的な問題となっている．それら問題の科学的評価は十分ではなぃ．カワウの繁殖成

績に影響する要因などの基礎的な知見を得ることは，適切を個体数管理の一助と

なる．

  一般に，鳥類では繁殖開始の時期とその同調度合いが繁殖成績に影響するこ

とが知られている．繁殖時期は，日周期によって大まかな年サイクルが決定され，餌

の利用可能性の季節的変化や，気温，気候などによって詳細な日付が決定される

と考えられている．餌が繁殖開始に影響する機構として，親が産卵に必要な栄養を

十分に蓄えてから繁殖を始めるとぃう説と，育雛の時期を一時的な餌の集中の時

期に合わせるという説がある．しかし，カワウについての繁殖開始時期，繁殖成績お

よびそれらの関係に関する知見は不足している，

  そこで本研究では，比較的狭い範囲にコロニーが点在する本国中部地域をモデ

ルとして，複数のコロニーでカワウの繁殖開始時期，餌と繁殖成績を比較した，具

体的には，まず，中部地域のカワウの沿岸部および内陸部の複数のコロニーで繁

殖開始時期の分布様式を調べた．次に，親はいずれの時期の餌から得た栄養を，

繁殖開始に関係すると考えられる卵形成に使用しているかを調べた．また，沿岸部

のコロニーの産卵日のピークおよび雛重量のピークと，コロニー周辺の漁獲量のピ

ークが合致するか調べた，さらに，コロニー内の繁殖開始時期の同調度合いに影

響を及ばす要因を検討した．最後に，この産卵時期の同調度合いと育雛期の餌の



質が，どのように巣立ち雛数に関連しているかを調べ，繁殖開始時期が繁殖成績

に与える機構を検討した．

【材料と方法】

  2007―2009年に，中部地区の沿岸部2－4か所（弥富野鳥園，鵜の山B，鵜の山

C，三重中の川）および内陸部2か所（揖斐川，森林公園）のカワウコロニーにおい

て，7日間に一度の定期観察を行った．それぞれのコロニーにおいて，巣を識別し

て，親が抱卵態勢をしているか否か，雛の個体数と成長段階を記録し，ふ化日，観

察された最大雛数（以後最大雛数），巣立ち雛数を算出した．また，卵数の計数お

よぴ雛の外部計測を行い，観察された1巣あたりの最大卵数（以後最大卵数），お

よび外部計測値と体重から雛の短期的な栄養状態を算出した．また，コロニー侵入

の際に，吐き戻される餌を回収して同定を行い，産卵期，育雛期の餌の出現頻

度，湿重量組成を調べた．2009年には，中部・近畿地区の全10コロニーにおいて

卵を採集し，定期観察以外のコロニーでは，育雛期の雛の成長段階と親の抱卵態

勢の有無を記録して，その頻度分布から産卵日の同調度合いを推定した．卵は，

卵白，脱脂卵黄，卵黄油に分け，各成分の重量を計測した．親の捕獲およぴ捕殺

個体から，血液，肝臓，心筋，風切り羽根を採集した．これらの餌，卵の各成分，親

の 各体 組 織に っい て ，炭 素と 窒 素の 安定 同 位体 比分 析 を行 った ，

【結果と考察】

1．産卵時期の分布様式の地域および年による違い

  各コロニーで，繁殖開始時期は大きく異なり，沿岸に位置するコロニー（以降沿

岸）ではコロニー内の産卵時期に大きな同調が見られ，それは，年ごとに異なる時

期にみられた．一方内陸のコロニー（以降内陸）では，コロニー内の産卵時期の同

調度合いは小さかった．気温，降水量は，繁殖開始時期に影響して韜らず，繁殖

開始時期の分布様式の変異は，内陸と沿岸の餌の一時的な集中分布の年変動

の違いを反映している可能性が考えられた．最大卵数は，コロニー間で違いがなか

った，

2‐卵形成に使われる栄養

  卵形成の栄養配分の方法には，産卵前の餌を直接卵ヘ用いる収入戦略と，蓄
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えた餌を用いる資本戦略があり，どちらの戦略を使うかによって繁殖開始ヘ影響す

る要因も変わってくるだろう．いっの時期の餌がカワウの卵の栄養に使われているか

を調べたところ，卵の安定同位体比は，最近に採食された餌を反映する血漿と肝

臓の同位体比と最もよく相関しており，産卵期の餌から推定された同位体比とも類

似していた．これらのことから，「卵の形成には産卵前に得た栄養を直接卵ヘ使う」

という収入戦略で説明できると判断された．また，卵黄形成日数はコロニー間で有

意な違いはなく，コロニー周辺の餌環境によって調節されないことが示唆された．

3．産卵期と育雛期における餌とその一時的を集中分布が繁殖開始に与える影響

  沿岸の弥富野鳥園およぴ鵜の山では，産卵，抱卵期にポラMugil cephalusを主

に捕食し，育雛期には，2007一2008年にコノシロKonosirus punctatusとボラを捕食

していた．しかし，2009年には両コロニー問で傾向が異なり，鵜の山ではボラを主に

捕食し，弥富野鳥園では，ボラとウグイTribolodon轟ロわnensむを捕食していた．一

方，内陸の揖斐川では，産卵，抱卵期に主にギンブナCarassius langsdorfiiを捕

食し，育雛期にギンブナとウグイを捕食していた．鵜の山に韜いてボラとコノシロの漁

獲量のピークは3―8月であったが，ふ化日や雛の餌要求量のピークはそれぞれ12

―4月と1―6月であり，漁獲量のピークには合致しておらず，餌の一時的な集中分布

の時期が繁殖時期を決定している積極的な証拠は得られなかった，ただし，繁殖

開始時期のコロニー内の同調度合いに影響する要因に，卵の成分がモデル選択

された．具体的には，脱脂卵黄の6 13Cが，最もよく説明する要因として選択され，

6 13Cの値が大きく，沿岸魚類から得た栄養を卵ヘ用いたコロニーの方が，繁殖開

始時期の同調度合いが高い傾向があった．同様の傾向は，卵白，卵黄油において

も認められた．また，人為的なディスターブが大きいと繁殖の同調度合いは低い傾

向が認められた，

4．繁殖開始が繁殖成績に与える影響とその要因

  卵の成分は，ふ化率や育雛初期の繁殖成績に影響を与えることもあるため，コロ

ニー問で卵の成分と初期の繁殖成績の関係を比較した，しかし，卵のエネルギー

価は，ふ化率と育雛初期の繁殖成績に関連していなかった．一方，巣立ち雛数



は，コロニー内のカワウの産卵同調度合いが低くなるほど低下し，その傾向は育雛

期の餌の脂質含有率が高いと緩和されていた．また，同調度合いが低くなると，同

種による巣の乗っ取り頻度が高くなった，したがって，カワウの産卵日がコロニー内

で同調することによって，同種の乗つ取り頻度は低下すること，一方で，同調度合い

が低いときも，育雛期に質のよい餌に遭遇することによって，巣立ち雛数がさほど低

下しなぃと考えられた・

5．カワウ個体数管理への応用

  揖斐川コロニーのカワウの餌から，アユはほとんど出現せず，漁業被害が過大評

価されていると考えられた．また，中部地区のコロニーの中では，弥富野鳥園と鵜の

山の巣立ち数が多く，両コロニーで，足輪の装着，餌，繁殖開始，繁殖成績をモニ

タリングすることはカワウの個体群管理を行う上で効果的であることが考えられた．
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カワウの繁殖開始時期と餌が繁殖成績に与える影響

【背景】

  カワウPhalacrocorax carboは分布域が広く，沿岸域およぴ湖沼・河川などの内陸域で営

巣がみられ，様々な魚類を捕食する水鳥である。狩猟や環境汚染などのため、1970年代に

一度その個体群を大きく減少させたが，1980年代以降に急激に増加している。現在，内陸

漁業への被害や糞による景観の損失などが社会的な問題となっているが，科学的評価は十

分ではをい。カワウの繁殖時期や餌が繁殖成績に影響する要因について，基礎的な知見を

得ることは，適切な個体数管理の一助とをる。

一般に，鳥類では繁殖開始の時期とその同調度合いが繁殖成績に影響することが知られ

ている。餌が繁殖開始に影響する機構として，親が産卵に必要な栄養を十分に蓄えてから

繁殖を始めるという説と，育雛の時期を一時的な餌の集中の時期に合わせるという説があ

る。しかし，カワウについての繁殖開始時期，繁殖成績およびそれらの関係に関する知見

は不足している。

【目的と方法】

  本研究では，比較的狭い範囲にコロニーが点在する中部地域（愛知県，岐阜県，三重県）

をモデルとして，複数のコロニーでカワウの繁殖開始時期，餌と繁殖成績を比較し，繁殖

開始時期が繁殖成績に与える機構を検討した。まず，沿岸部および内陸部のカワウコロニ

ーで定期観察を行い，繁殖開始時期を調べた。次に，親がいずれの時期の餌から得た栄養

を卵形成に使用しているかを，卵と親の各体組織および産卵期の餌の安定同位体比を比較

することにより検討した。また，沿岸部のコロニーの産卵日およぴ雛重量のピークと，コ

ロニー近隣の餌種の漁獲量の季節変化が合致するか調べた。さらに，産卵時期が集中する

程度（同調度合い）に影響を及ばす要因を検討した。最後に，この繁殖同調度と育雛期の

餌の質が，どのように巣立ち雛数に関連しているかを調べた。



【結果と考察】

1．産卵時期の分布様式の地域およぴ年による違い

  沿岸に位置するコロニー（以降沿岸）の中には，1週間で約40％以上の親の産卵（繁殖の

同調）が見られるものもあり，それは，年ごとに異なる時期にみられた。一方，内陸のコ

ロニー（以降内陸）では，繁殖同調度は小さく，長期間にわたって一定数の産卵が見られ

た。気温，降水量は，繁殖開始時期に影響しておらず，繁殖開始時期が同調するか否か

は，内陸と沿岸において，また年によって，餌の一時的な出現の有無やその時期が異なる

ことを反映している可能性が予想された。最大卵数はコロニー間で違いがなかった。

2．卵形成に使われる栄養

卵の安定同位体比は，最近に採食された餌を反映する血漿と肝臓の同位体比と最もよく

相関しており，産卵期の餌から推定された同位体比とも類似していた。これらのことか

ら ， カ ワ ウ は 産 卵 期 に 捕 食 し た 餌 を 卵 ヘ 直 接 用 い て い る と 判 断 さ れ た 。

3．産卵期と育 雛期における餌とその一時的な集中分布が繁殖開始に与える影響

  沿岸の弥富野鳥園および鵜の山では，産卵，抱卵期にボラMugil cephalusを主に捕食

し，育雛期には，2007-一2008年にコノシロ」V門〇ぷケ“ぷp甜門c紜fwとボラを捕食していた。しか

し，2009年には，鵜の山ではボラを主に捕食し，弥富野鳥園では，ポラとウグイ

ヵめDめあ門カロゎ門P門ぷむを捕食していた。一方，内陸の揖斐川では，産卵，抱卵期に主にギ

ンブナC切′ロ船fw励門があ所fを捕食し，育雛期にギンブナとウグイを捕食していた。鵜の山

において，ふ化日や雛の餌要求量のピークは，ポラとコノシロの漁獲量のピークと合致し

ておらず，餌の一時的な集中分布の時期が繁殖時期を決定しているとした予想を，積極的

に支持する証拠は得られなかった。一方，卵の炭素安定同位対比（沿岸域で高く内陸域で

低い値を示す）の値が大きいコロニーの方が，繁殖同調度が高い傾向があり，沿岸の魚類

から得た栄養を卵へ用いるコロニーで同調度が高かった。また，人為的なディスターブが

大きいと繁殖同調度は低い傾向が認められた。

4．繁殖開始が繁殖成績に与える影響とその要因

卵のエネルギー価は，ふ化率と育雛初期の繁殖成績に関連していなかった。巣立ち雛数

は，繁殖同調度が低くなるほど低下し，その傾向は育雛期の餌の脂質含有率が高いと緩和

されていた。また，繁殖同調度が低いほど，同種による巣の乗つ取り頻度が高くなった。

5．カワウ個体数管理への応用

  揖斐川コロニーのカワウの餌から，アユはほとんど出現せず，漁業被害が過大評価され

ていると考えられた。また，中部地区では，沿岸の弥富野鳥園と鵜の山の巣立ち数が多

く，足輪の装着，餌，繁殖開始，繁殖成績をモニタリングすることは，カワウの個体群管

理を行う上で効果的であることが考えられた。

  以上の結果より，本研究はカワウの繁殖開始時期に影響する要因の一部，および繁殖時



期と餌がどのように繁殖成績に影響するかを明らかにしている。この結果は，カワウの個

体数管理に寄与するものと高く評価した。審査員一同は，申請者が博士（水産科学）の学位

を授与される資格のあるものと判定した。


